
  

棚
田
地
域
振
興
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
概
要 

第
一 

背
景  

棚
田
地
域
振
興
法
は
、
貴
重
な
国
民
的

財
産
で
あ
る
棚
田
を
保
全
し
、
棚
田
地
域

の
多
面
的
機
能
の
維
持
増
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
令
和
元
年
に
議
員
立

法
に
よ
り
成
立 

（
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
失
効
） 

棚
田
地
域
の
振
興
を
引
き
続
き
図
る

た
め
、
法
期
限
を
延
長
す
る
と
と
も
に
、

移
住
、
定
住
及
び
二
地
域
居
住
の
一
層
の

促
進
等
現
状
の
課
題
に
合
わ
せ
た
改
正

が
必
要 

第
二 

改
正
の
概
要  

一 

法
期
限
の
延
長 

法
期
限
を
五
年
間
（
令
和
十
二
年
三
月 

三
十
一
日
ま
で
）
延
長 

二 

都
道
府
県
棚
田
地
域
振
興
計
画
に
係

る
改
正 

都
道
府
県
棚
田
地
域
振
興
計
画
と
他

の
地
域
振
興
に
関
す
る
計
画
と
の
調
和

規
定
に
二
地
域
居
住
促
進
法
の
「
特
定
居

住
促
進
計
画
」
を
明
記 

三 

農
地
法
等
に
よ
る
処
分
の
迅
速
化
に

係
る
規
定
の
追
加 

国
の
行
政
機
関
の
長
又
は
地
方
公
共

団
体
の
長
は
、
指
定
棚
田
地
域
内
の
土
地

を
認
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計
画
に
記

載
さ
れ
た
用
途
に
供
す
る
た
め
農
地
法

等
の
処
分
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
当
該

処
分
が
迅
速
に
行
わ
れ
る
よ
う
配
慮
す

る
規
定
を
追
加 

四 

指
定
棚
田
地
域
の
振
興
に
資
す
る
事

業
に
関
す
る
情
報
提
供
の
努
力
義
務
の

追
加 国

及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
指
定
棚
田

地
域
の
振
興
に
資
す
る
事
業
に
関
す
る

情
報
を
関
係
者
に
提
供
す
る
よ
う
努
め

る
規
定
を
追
加 

五 

各
種
配
慮
規
定
の
追
加
等 

１ 

農
業
の
振
興
等 

① 
生
産
基
盤
の
強
化
（
災
害
復
旧
及
び

災
害
復
興
に
係
る
も
の
も
含
む
。）、
地
域

特
産
物
の
開
発
並
び
に
生
産
、
流
通
及
び

消
費
の
増
進
、
先
端
的
な
技
術
の
導
入
並

び
に
観
光
業
そ
の
他
の
産
業
と
の
連
携

の
推
進 

② 

鳥
獣
の
捕
獲
、
防
護
柵
の
設
置
等
に

よ
る
鳥
獣
に
よ
る
被
害
の
防
止
等 

③ 

棚
田
地
域
の
農
業
の
振
興
に
寄
与
す

る
人
材
の
育
成
及
び
確
保
の
明
記 

２ 

移
住
、
定
住
及
び
二
地
域
居
住
の
促

進 ① 

空
家
活
用
を
含
む
住
宅
等
の
整
備
、

棚
田
地
域
の
住
民
が
日
常
生
活
を
営
む

た
め
に
必
要
な
環
境
の
持
続
的
な
確
保

に
資
す
る
地
域
的
な
共
同
活
動
へ
の
支

援
等 

② 

棚
田
地
域
へ
の
移
住
等
を
し
よ
う
と

す
る
者
へ
の
情
報
提
供
等 

３ 

都
市
等
と
棚
田
地
域
の
交
流
の
促
進

等 

棚
田
地
域
に
対
す
る
国
民
の
理
解
と

関
心
を
深
め
る
こ
と
及
び
農
泊
の
促
進

そ
の
他
の
都
市
等
と
棚
田
地
域
と
の
間

の
交
流
の
促
進
等 

４ 

棚
田
地
域
と
の
関
わ
り
を
持
つ
者
の

間
に
お
け
る
連
携
及
び
協
力
の
確
保 

農
業
者
、
農
業
者
の
組
織
す
る
団
体
、

地
域
住
民
、NPO

、
特
定
地
域
づ
く
り
事
業

協
同
組
合
、
学
校
、
事
業
者
等
の
間
に
お

け
る
緊
密
な
連
携
及
び
協
力
の
確
保 

施
行
期
日
：
令
和
七
年
四
月
一
日
。
た
だ

し
、
第
二
の
一
は
公
布
の
日
。 

展 

望 
 

四
谷
の
千
枚
田
地
域
振
興
協
議
会
は

令
和
三
年
二
月
十
二
日
に
設
立
、
同
年
四

月
十
六
日
、
国
の
指
定
棚
田
地
域
振
興
活

動
計
画
に
認
定
さ
れ
た
。
令
和
四
年
三
月

二
十
五
日
に
は
「
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
」
に

も
認
定
。
本
制
度
に
加
入
し
て
い
る
。 

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集 

 

第
八
回
「
四
谷
の
千
枚
田
」
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル(

主
催 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存

会
・
東
三
河
郵
便
局 

後
援 

新
城
市
、
新

城
市
教
育
委
員
会
、
新
城
市
観
光
協
会
、

奥
三
河
観
光
協
議
会
、
東
愛
知
新
聞
社)

で
実
施
し
ま
す
。
応
募
対
象
は
小
学
生
・

中
学
生
。
受
付
期
間
は
八
月
一
日
～
九
月

三
十
日
。
入
賞
者
に
は
本
年
度
新
米
・
図

書
券
・
五
平
餅
セ
ッ
ト
他
多
数
。 

 

問
い
合
わ
せ
は
☎ 

0532-29-0808 
NPO

法
人
国
内
産
米
の
粉
伝
統
食
文
化
推
進

ネ
ッ
ト 

http://kokukome.com/ 

チ
ラ
シ
・
応
募
ハ
ガ
キ
は
千
枚
田
案
内
看

板
、
東
三
河
管
内
郵
便
局
、
新
城
市
鳳
来

寺
山
自
然
科
学
博
物
館
、
奥
三
河
観
光
協

議
会
、
八
雲
だ
ん
ご
直
売
店
ほ
か 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 
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四
谷
の
千
枚
田
に
新
し
い
案
山
子
が

や
っ
て
来
た 

毎
年
七
月
、｢

四
谷
の
千
枚
田
保
存
継

承｣

に
力
を
い
た
だ
く
豊
橋
市
高
田
町
の

「
丸
八
製
菓
」
八
雲
だ
ん
ご
の
ご
厚
意
で

リ
ア
ル
な
案
山
子
を
設
置
、
訪
れ
る
人
々

に
感
動
を
与
え
て
い
る
。 

製
作
は
設
楽
町
津
具
の｢

チ
ー
ム

T
A
K
O
｣

で
欽
ち
ゃ
ん&
香
取
慎
吾
の
全
日

本
仮
装
大
賞
に
十
九
回
連
続
出
場
、
準
優

勝
、
マ
リ
賞
受
賞
な
ど
を
獲
得
。
先
日
は

大
阪
・
関
西
万
博
に
「
全
日
本
仮
装
大
賞
」

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
に
主
催

者
の
日
本
テ
レ
ビ
か
ら
レ
ジ
ェ
ン
ド
と

し
て
オ
フ
ァ
ー
が
掛
か
り
、
出
場
す
る
な

ど
、
筋
金
入
り
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
り
、

四
谷
の
千
枚
田
の
応
援
団
で
も
あ
る
。 

案
山
子
の
設
置
は
六
日
、
メ
ン
バ
ー
が

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
の
傑
作
～
千
歯
扱

き
で
稲
の
穂
先
を
歯
の
間
に
通
し
て
引

き
、
籾
を
落
と
し
、(

脱
穀)

、
唐
箕
の
風

で
籾
殻
や
ゴ
ミ
を
選
別
。
傍
ら
で
は
脱
穀 

し
た
わ
ら
束
を
背
負
っ
て
運
び
出
す
～

な
ど
、
一
連
の
農
作
業
を
再
現
し
た
。 

午
前
八
時
か
ら
二
時
間
以
上
か
け
て

完
成
。
リ
ー
ダ
ー
の
村
松
一
志
さ
ん
は

「
田
ん
ぼ
が
立
体
的
に
そ
ろ
う
千
枚
田

の
景
観
に
合
わ
せ
た
。
と
て
も
満
足
い
く

仕
上
が
り
で
す
」
と
話
し
た
。 

こ
の
、
等
身
大
の
新
し
い
案
山
子
た
ち

は
、
都
市
近
郊
か
ら
訪
れ
る
観
光
客
に
愛

嬌
を
振
り
撒
き
、
癒
し
を
提
供
す
る
千
枚

田
の
親
善
大
使
で
も
あ
る
。 

ア
フ
リ
カ
地
域 

稲
作
振
興
の
た
め

の
中
核
的
農
学
研
究
者
の
育
成 

毎
年
、
名
古
屋
大
学 

江
原
教
授
の
依

頼
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ア
フ
リ
カ
稲
作
現
地
研

修
を
行
っ
て
い
る
。
今
年
は
七
月
九
日
に

ア
フ
リ
カ
六
か
国(

ス
ー
ダ
ン
二
名
、
南

ス
ー
ダ
ン
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、
ウ
ガ
ン
ダ
、

ジ
ン
バ
ブ
エ
、
ザ
ン
ビ
ア)

で
、
そ
れ
ぞ
れ

が
農
業
研
究
公
社
・
農
業
研
究
所
・
農
業

助
講
師
・
国
立
農
業
研
究
機
構
研
究
技
術

者
・
農
村
開
発
省
研
究
員
な
ど
、
そ
う
そ

う
た
る
肩
書
き
で
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
を
代

表
す
る
農
学
研
究
者
で
も
あ
る
。
研
修
目

的
は
「
四
谷
の
千
枚
田
に
お
け
る
稲
作
」

で
あ
り
、
湧
き
水
、
天
日
干
し
、
化
学
肥

料
の
依
存
に
限
ら
ず
、
冬
季
に
干
草
を
田

ん
ぼ
に
鍬
込
む
な
ど
、
有
機
農
業
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
生
き
も
の
と
共

生
し
た
体
に
優
し
い
米
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
る
。
等
々
の
説
明
を
行
っ
た
。 

除
草
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
田
ん
ぼ
に

入
り
「
は
っ
た
ん
」
を
転
が
し
て
見
せ
た
。 

農
学
研
究
者
の
代
表
か
ら
は
「
大
変
参
考

に
な
っ
た
。
国
に
帰
り
、
取
得
し
た
技
術

を
糧
に
研
究
に
努
め
る
。
」
と
挨
拶
を
頂

い
た
。 

害
獣
被
害
に
手
こ
ず
る 

今
か
ら
三
年
ほ
ど
前
ま
で
は
四
谷
の

千
枚
田
の
あ
る
連
谷
地
区
一
帯
に
一
群

約
二
十
匹
の
ニ
ホ
ン
ザ
ル
五
集
団
が
定

着
。
群
れ
ご
と
の
生
活
圏
を
築
い
て
い
た

が
、
現
在
で
は
三
軍
団
と
減
少
し
た
も
の

の
一
群
れ
あ
た
り
約
五
十
匹
に
拡
大
、
兎

に
も
角
に
も
、
乱
暴
狼
藉
な
厄
介
者
だ
。  

先
ほ
ど
も
細
尾
の
孝
ぼ
ぉ
と
の
「
げ
な

ゲ
ナ
噺
」
に
網
の
中
で
育
て
た
ナ
ス
や
キ

ュ
ウ
リ
が
食
べ
ご
ろ
に
な
っ
た
の
で
採

ろ
う
と
思
っ
た
が
、
生
憎
ハ
サ
ミ
が
な
く
、

明
日
の
朝
取
れ
ば
い
い
と
思
い
、
翌
朝
来

て
み
た
ら
も
ぬ
け
の
殻
に
盗
ら
れ
て
し

ま
っ
た
。
は
は
は
は…

(

笑
い)

。
と
い
う

次
第
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
採
ろ
う

と
思
っ
た
ら
、
そ
の
時
、
そ
の
場
で
採
ら

な
い
と
、
ま
ず
口
に
入
る
こ
と
は
な
い
！  

彼
ら
も
食
料
難
で
必
死
で
あ
ろ
う
し
、

ま
た
、
彼
ら
は
彼
ら
な
り
に
人
間
様
が
一

生
懸
命
に
作
っ
て
く
れ
て
い
る
と
勘
違

い
？
収
穫
す
る
の
が
当
然
の
義
務
と
言

わ
ん
ば
か
り
に
貴
重
面
に
周
辺
の
田
畑

の
作
物
の
収
穫
期
を
観
察(

把
握)

し
て

い
る
。 

そ
う
そ
う
、
昨
年
ホ
ウ
ラ
イ
ジ
ユ

リ
が
見
事
に
咲
い
た
の
で
サ
ル
に
花
芽

を
食
べ
ら
れ
な
い
よ
う
に
金
網
か
何
か

で
保
護
柵
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
た
矢
先
に
見
事
に
花
芽
を
食
わ

れ
て
し
ま
っ
た
。 

残
念
。
無
念
。 

 

厄
介
者
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
も
こ
の
地
に

侵
入
し
た
当
時
は
大
き
な
被
害
は
無
か

っ
た
が
、
個
体
数
の
増
大
か
ら
食
糧
難
、

食
性
の
進
化
か
ら
イ
ノ
シ
シ
よ
り
も
厄

介
者
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
以
前
は
田
ん

ぼ
に
入
っ
て
も
稲
を
踏
み
倒
す
な
ど
の

被
害
が
若
干
あ
っ
た
が
、
一
昨
年
来
、
早

苗
や
稲
穂
を
食
べ
る
こ
と
を
知
っ
て
し

ま
っ
た
。
ま
た
、
稲
架
の
稲
を
食
べ
る
被

害
が
続
出
し
だ
し
た
。
困
っ
た
も
ん
だ
。 

     

行 
 

令

和

七

年

七

月

十

五

日 

   
 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
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